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に
於

け

る
宣
告
教

に
醤

す

る
申
請
数

が
十
倍
位

に
比

す
れ

ば

比
較

的

に
在
ら

内

在
少

在

い
O

申

請
数

が
覇
泡

で
は
宣

告

数

の
二
倍
､我

国

で

は
宣
告

数

の
五

倍
位

で
あ

る
｡

何

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

故

狗
逸

で
は
申
請
数

が
割

合

に
少

在

S
か

ビ
云
ふ

芭
世

人
は
破

産
(Ii
c,nlm
rS;g
an
t)だ
云
ふ

も

の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

の
性

質

及

び
目
的

を
薦

-
知

ら
屠

h
頭

ち
破

産

己
は
債

務
者

の
文
殊

困
難

の
場

食

に
於

け

る

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

絶
債

権
者

に
封

す

る
準

等

分
配

香
呂
ein
schafttiche
B
efriea
ig
ungj
を
目
的

だ
す

る
79
の
で
あ

っ
て
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

債

務
者

に
封

す

る
威
嚇

的

の
も

の
で
な
-
.偵

稽

取
立

の
.
名

吟
の
便

宜
方

法

で

も

私

い
と
考

へ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

て
居

り
'従

っ
て
債
務

者

に
異
賓

に
破

産
原
因

の
支
沸

不

軍
Z
ab
l呂
莞
un
rah
rg
keit二
nsoTvenz)I,J
か

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

若
-

は
債

務

超

過
(fJ
bersc
huldu董
InsuLYiz
ie
nz
)

亡

か
の
あ

る
場
食

に
.限
h
破

産

の
申
請

を
弟

す

か
ら

で
あ

る
0

換

言

す
れ

ば
猶
泡

で
は
我
国

の
如

-

債
務

者

に
破

産
原

因

の
あ

る
を
L

に
拘



ら

ず
債

権
取

立

の
方
便

繭

量
威
嚇

的
方

便

空
し

で
破

産
申
請

を
志
周

さ
せ

各
に
由

る

か
ら

で

ヽ

ヽ

ヽ

あ

る
｡

何
故
宣

告
数

が
多

い
か
A,J
云

ふ

だ
猿
逸

で
は

l
般

破

産

重
義

を
採
用

せ

る

の
み

な
ら

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ず

右

の
説

明

に
ょ
り
明

在

る
が
如

-
破

産

の
申
請

に
係

る
者

は
大
抵

は
破

産
原
因

を
具
備

し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た
横
路

薯

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
､我
国

の
如

-

に
破

産
原

因

在
き

債
務
者

に
蛍
し

て
も
方
便

上

の
披

産

申
請

を
虜

す

も

の
が
先

づ
在

S
か
ら

で
あ

る
9

ヽ
ヽ

猫
過

で

は
大

戦
以
凍
特

に

山
九

】
老
年

よ

-
破

産
宣

告
数

が
著

し
-
演
少

し
允
評

は
職
撃

に
尚

も
経
済
界

が
惑

-

怒

ら
盛

っ
て
債
静
薯

の
財
産

が
破

産

芋
揖
登

用

を
慣

ふ

rJ
pjJ
能

は

き

る
程

に
少

な
-

荏

-
申
請

が
裁

判

上
嘉

却

さ
れ

究

乙
ビ
に
79
観

る

が
'茎

〓
山
九

1
四
年

八
月

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

四

日
に
戦

等
陶

輿
者

保
護

法
(}iriegsteiln
eh
njersc
hutFJgeEe
tZ)
が
馨

せ

ら
れ
､職
等

開

輿
者

に
繋

し

て

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

は
債

権

者

よ

り

の
破

産
申
請

を
禁

止

し
允

rJ
～
(二
二

九

j
六
年

十

二
月
十

四

日

の
馨
布

に
係

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る
破
産

漁
防

の
和
議

法
(
!
尭

i
四
年

の
も

の
を
改

正
せ

る
7g
の
苗

恩
悪

ど
に
因

る
も

の
で
あ

る

(C
on
TaCl.
a
a
O
4

te
A
ufl,
S
.8
55;
J
aeg
er
L
eiLr,Z
ig
eT
Z
eitsch
蓋

J
ah
rg:･
18,
N
r,
1
,
8
,
3fL加

之
(三
二

九

ヽ
ヽヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

㌻
八
年
以
後

に
於

け

る
観

筋
麻
義

の
相
場

下
落

率
も
原

因

す

る
の
で
あ

る
戚

寛

の
相
場

は

)

弟

に
繋

す

る
剤
食

が

1
九

二

一
年

十

月

未

は

1
七
七
麻
寛
二

九

二

二
年

十
月
未

は
四
五

I
I

鹿

克
二

九

二
三
年
十

月
未

は
約

七

二

m
iliaraeゴ
で
あ

っ
た
｡

左
れ

ぽ

こ
カ
に
於

で
は
物
倍

が

第
三
十
八
番

二

八
五
)

論

談

最
近
阪
紳
地
方
にこ
あ
ら
ほ
れ
た
ろ
破
産
及
び
諭ー
議
を

撃

義

二
一

中
心
と
し
て
(
英

二



竺

十
八
番

(
天

六
)

論

説

硝
硝

藷

和

男

琵

言

霊

及
び
竃

怨

讐

琉

二
二

非

常

に
暴

騰

し
収

入

も
樹
加

す
る
が
'他
方

に
於

て
は
反

芝
電
務

の
債

務
額

は
元

の
厳

義

の
安

い
だ
さ

の
名

義

額

其
儀

で
あ

る
'依

七
臓
義

が
下
落

す
れ

ば

す

る
程
債

務
者

は
支
蹄

を
為

す

乙

だ
を

得

る

の
が
安

S
の
雪
従

っ
て
支

孫
不

陸
若

-

は
債
務

超

過

の
儀

容

者

が
タ

-
な

っ
た

だ

ヽ

ヽ

ヽ

､

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

云
ふ
現
象

で
あ

り
詑

か
ら

で
あ

る

(J
aeg
e
rebenda)arJ
の

こ

と
は
狗

速
に

於

け

る
濁

特

の
現
象

ry
が'O
'y
我

国

芝

で

は
想
傑

79
付

か

沿
驚
-

べ
き
奇

覆

る
現
象

三

言

ね
ば

怒
ら

叉

舶

朗

臓
器
:i.
墨

.;-,;
I..那
.
'['･
.･f
I
.i
.'･聖
1..･:...:.1.…
1)

ヽ

ヽ

舛

貴
簡

に
於

け

る
破

産

宣
告

の
統
計

は
攻

の
如
-

で
あ

る
O

薬

園

破

産

法

は

l
般

破
産

尭
義

で
あ

る
)

年

度

一
九

〇
l
年

l
九
〇
二
年

1
九
〇
三
年

一
九

〇
四
年

一
九
〇
五
年

1
九
〇
六
年

一
九
〇
七
年

一
九
〇
八
年

一
九
〇
九
年

一
九

】〇
年

国
有
の
破
産

四

1)
七
六

四

一
四
五

四
二
川
三

四
四
八
1

四
七
〇
〇

E
三
六
･lハ

四
〇
五
一

四

二
凹
一

三
九
九
八

三
七
九
〇

小

破

産

三
八
八
七

pq
五
二
州

立
五
四
三

六
〇
九
九

六

三
八

一

六
二
三
三

五
八
七
二

六
〇
三
三

六
八
三
五

六
九
U
二

合

計

八

〇
六
三

八
六
七
九

九
七
八
六

一〇
五
八
〇

一〇
〇
八

一

1
〇
五
八
九

九
九
二
三

1
0
二
七
四

一
〇
八
三
三

一
〇
六
九
二



一
九

二

年

一
九

一
二
年

1
九

1
三
年

】
九

一
四
年

一
九

1
五
年

一
九

二
ハ
年

1
九

一
七
年

一
九
一

八
年

一

九
一

九
年

三
六
七
〇

三
四
九
七

三
二
七
五

二
七
九

一

二
二
八
五

一
五
〇
三

I
〇

四
五

五
六
二

七
〇
九

六
五
〇
四

五
六
七
七

五
四
二
六

四
〇
三
八

一
七
〇
五

l
〇
九

一

七
二
七

三
五
三

三
三
〇

一
0
1
七
四

九
一
七
一

八
七
〇
〇

六
八

二
九

三
九
九
〇

二
五
九

四

一
七
七
二

九

一
五

1
〇
三
九

ヽ

ヽ

英

国

に

於
七

は

大
戦
ま

で
は

年

率

均

}
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

再

伸

の
宣

告

数
が

あ

っ
た
'職
季

後
著

し
-

演

少
し

た

の
は
潟
泡

に
於

け

る
が
如

-

寝

酒
界

が
忍

-

在

h
債

務

者

の
財

産

が
破

産

事
績
費

用

を
も

償

ふ

に
足
ら

き

る
程
度

に
於

て
僅
少

･ij
覆

㌔
従

っ
て
申

請

が
裁

判

止
棄

却

n
れ

た

の

ど
叉
克

債

務

者

保

護

の
戦

時
特

別

法

が
出
凍

た

か
ら

で
あ

る
(C･

邑

ab
e

naa4
t
e
A
ufL
S･8･5
8･)0

ヽ

ヽ

ヽ

コ

偽
南

西

に
於

て
は

大
戦

ま

で

の
破

産
宣
告

数

は

左

の
如

-
で

あ

る
天

戦

後

の
宣
告

数

に
付

七
は
之

約

を
知

る

の
資

料

が

手
許

に
覆

い
)｡

年

度

1
八
八
九
年

1
八
九
〇
年

一
八
九

7
年

二

八
九
二
年

破
塵
宝
骨
教

六
八

1
九

六
〇
五
二

五

八
二
六

･ti
'2
五
八
八
二

二

TS
七
)

論

g
説

年

次

1
八
九
三
年

丁
八
九
四
年

一
八
九
五
年

1
八
九
六
年

破
産
寛
骨
数

六
〇
〇

一

六

三
〇
五

六
〇

三
三

六
〇
六
一

最
近
阪
神
地
方
.1こ

ち
ら
ほ
れ
i1
ろ
破
産
及
び
都
議
か

第
二
親

二
三

中
心
と
し
て
(英

二



第
三
十
八
巻

(
一
八
八
)

1
八
九
七
年

一
八
九
八
年

-
八
九
九
年

一
九
〇
〇
年

一
九
〇
一年

一
九

〇
二
年

1
九
〇
三
年

1
九

〇
四
年

一
九

〇
五
年

論

説

六
四
六
七

六
六
八
五

六
三
四
四

六
三
九
三

六
〇
三
一

六

1〇
七

五
九

二
五

六
九
三
三

六
六
セ
○

最
近
阪
神
地
方
に
ち
ら
に
れ
t
ろ
破
産
及
び
和
議
な

中
心
と
し
て
(英

一
)

第
二
境

二
四

一
九
〇
六
年

一
九
〇
七
年

丁
九

〇
八
年

l
九
C
九
年

t
九

一
〇
年

一
九

二
年

1
九

一
二
年

1
九

二
二
年

六

1
三
九

五
七

二

六
七
四

一

五
四
四
二

五
二
九
六

六
三
八
七

六
九
三
八

六
四
七
四

備
蘭

西

は
我
萄
破

産
法

の
如

-
商

人
破

産
主
義

に
拘

ら
ず

年

々
の
破

産
宣
告
薮

は
卒
均

六

千

件
内
外

で
あ

っ
て
仲

々
多
数

で
あ

る
｡

､
㈲

米
国
合

衆
国

は

l
般
破

産
主
義

で
あ

る
が
其
年

々

の
破

産
宣
告
数

は
左

の
如

く

で
叉

頗

る
多
数

で
あ

る
｡

年

度

山
八
七

1
年

一
八
七
二
年

-
八
七
三
年

一
八
七
四
年

1
八
七
五
年

一
八
七
六
年

破
産
宣
告
敬

二
九

1
立

田
〇
六
九

五

一八
三

五
八
三
〇

七
七
四

〇

九
〇
九

二

年

度

7
八
七
七
jI

1
八
七
八
年

一
八
七
九
年

一
八
八
〇
年

1
八
八

1年

一
八
八
二
年

破
産
宣
告
数

八
八
七
二

一
〇
四
七
八

六
六
五
八

四
七
三
五

五
九
二
九

七
六
三
五

年

度

1
八
八
三
年

一
八
八
四
年

1
八
八
五
年

一
八
八
六
年

)
八
八
七
年

1
八
八
八
年

破
産
宜
督
数

1
〇
二
九
九

二

六
二
〇

1
〇
六
三

七

九
八
三
四

九
六
三
四

1
〇
六
七
九



1.八
八
九
年

1
八
九
〇
年

lt
八
九

一年

1
八
九
二
年

一
八
九
三
年

一
八
九
四
年

一
八
九
五
年

一
八
九
六
年

一
八
九
七
年

11
八
九
八
年

一
八
九
九
年

I,I)八
八
∴

一〇
九
〇
七

t
二
二
七
三

山
〇
三
四
四

1
五
二
四
二

一
三
八
八
五

一
三
l
七
九

l
五
〇
八
八

三
二
'-.五
一

二
一
一
八
六

九
三
三
七

41
克
O
e
串

一
九
〇
一年

一
九
〇
二
年

一
九
〇
三
年

一
九
〇
拭
年

.i
九
〇
五
年

一
九
〇
六
年

一
九
〇
セ
年

一
九
〇
八
年

一
九
〇
九
年

一
九

10
年

〇
七
七
p

二

〇
〇
二

二

六
一
五

.i
二
〇
六
九

二
一九
九

二

五
二
〇

7
〇
六
八
二

二

七
二
五

1
五
六
九
〇

一
二
九
二
四

1
二
六
五
二

∵
井
二

年

一
九

一
二
年

1
九

一
三
年

∵
九
一
四
年

l
九

1
五
年

一
九

一
六
年

∵
九
一
七
年

一
九

一
八
年

∵
九
一
九
年

1
九
二
〇
年

二
.).M
F
.

一
五
四
五
二

.L
六
〇
三
七

一
八

二八
〇

二
二

7
五

六

二
ハ
九
九
三

1
三
八
五
五

九
九
八
二

六
四
五

1

八
八
八

一

1
九

〇
〇
年

以

後

破

産

宣

告

数

の
増
加

せ

る

は
潜

時

親

行

及

び
域

渡

合

敬

の
経

済

恐
蟻

に

因

れ

る
も

の

で

又

7
九

〇
七

年

以

寒

の
曙

加

は
銀

行
及

び
取

引

所

の
危

機

に
基

-

の

で
あ
る
.

而

し

て

t
九

1
二
年

乃

至

i
九

1
五

年

は
非

常

の
激

増

で
あ

ら
醇

に

山
九

)
五

年

に

は

商

人

の
破

産

が
特

別

多

か
ら

し

も

の
や

翌

叫
九

一
六

年

よ

ら

大

に
城

少

し
文

夫

戦

塵

加

以

後

は
急

に
非

常

の
演

少

を

墨

し

た

の

で
あ

る
o

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

M

以

上
数

ヶ
国

の
破

産

宣

告

叡

智
掲

げ

允
O

年

々
非

常

に
多
数

あ

る

に
驚

か

き
る

歓
待

覆

い
威

洲

大

戦

寧

辺
後

は

別

だ
し

一七
其

揚

前

に
於

七

は
我

観

だ
岡

ヒ

人

口

の

あ

る
濁

逸

観

が

第
三
十
八
番
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八
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近
阪
神
地
方
に
あ
ら

ほ
れ
S
ろ
破
産
及
び
和
議
な

筋
二
親

二
五

中
心
と
し
て
(英

一
)



讐

十
八
巻

二

九
〇
)

論

訊

掩
鰭

摘
譜

鞘

F
jd
ti工
賃

孟

夏

び
和
議
を

讐

鋸

二
六

年

々
七

八
千
件

の
破

産
宣

告
数

が
あ

っ
允
o

l
鰭
猶
逸

あ

た

ら
で
は
我
国

程
紛

ら
破

産

を
嬢

は
覆

い
｡

破

産

を
犯
罪

の
如

-
考

へ
ず

に
普
通

の
民
事

訴

語

の
強
制

執
行
位

に
し

か
考

へ

七

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

居

kS
S
､狗

漁

で
は
債

務
者
本
人

が
進

ん
で
破

産
申
請

を
属

し

て
破
産

の
宣

告

を
受

-

る
も

の

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

が
非

常

に
多

い
の
む
見

て
も
判

る
の
で
あ

る
'3

即
ち

一
九

〇
五
年

の
宣

普
通
数

七
七

〇
八
件

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

中

四
七

六

八
件
二

九

〇
六
年

の
宣
普
通
数

七
屯

六
八
件
中

四
七

六
三
件
二

九

〇
七
年

の
宣
告

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

組
数

八

1
0
一
件
中

四
九

三
七
件
二

九

〇
八
年

の
宣
告
数

九

三
屯
八
俸

中
五
七

l
四
件
.
1
九

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

7
0
年

の
宣
告

総
数

八
三
八
七
件

や
E
[
九

六
三
件
､
一
九

l
!
年

の
宣
告

組
数

八
六
八

〇
件
中

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

四
九

三
g
I
件

が
債
務
者
本

人

の
申
請

に
困

る
宣
告

で
あ

っ
V
.宣
告
組
数

の
竿
身

若
-

は
央
れ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

以

上
が
債

務
者

本
人

の
申
請

に
基
-
宣
告

で
あ

る
｡

我
観

で
は
従
妹
債

務
者

本
人

の
申
請

に

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

困

る
宣
薯
教

は
極

め
て
少

宣
-
暁
天

の
屋

で
あ

る
.

例

へ
ば

大
正
二
年

度

の
宣
食
通
敦

7
四

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

二
件

中

一
件
'同

三
年
度

の
宣
告
龍
数

一
九

二
件

中

二
件
房

四
年
度
宣

告
蒐
数

二

一
立
件

中
三

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

件
房

五
年
度
宣
告
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数

l
六
八
倖
中

一
件
感

六
年
度

の
宣
告
総
数

〓
二
三
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中
玉
砕
'(同
竜
年

度
宣
告
絶
教

7
〇
七
件
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八
年

度

の
宣
告
絶
故

山
五

3
件

は
何
れ

も
債
擢

着

の
申
請

に
因

る

ヽ
ヽ

ヽ

も

の
の
み
)'同
九

年
度

の
宣

告
組
数

二

ハ
○
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中
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件
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の
宣
告
億

劫
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〓
ハ
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中
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ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
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ヽ
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ヽ
ヽ

僻

が
債
務
者

本
人

の
申

請

に
困

る
蔵
屋
宣
告

で
あ

る
｡

右

の
如

-
覇
逸

観

で
は
債
凝

着
本
人



が
破

産
申
請

を
薦

す

の
む
何

ん

だ
も
恩

は

き

る
も

の
で
翠

に

!
駿
的
親

行

に
困

る
清
算

の
如

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

-

に
し

か
考

へ
覆

い
'賓

に
我

人
情

だ
雲
泥

の
差

あ

り

で
あ

る
O

我
国

は
鼎
蒸
だ

て
亀
債

務
者

本
人

の
申
請

は
勿
論

極
-

少

覆

い
亀

の
ビ
想
像

誤

る
る

も

l

般
破

産
真
義

を
探

っ
た

結
果
債

権
者

よ
り

の
申

請

が
非

常

に
多

-

klJ3
b
r従
っ

て
破

産

宣
告

教

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

は
大

に
激

増
し
年

々
予
件

は
愚

か
二
千
件

だ
な
る

rJ
E
だ
恩

は

る
o

蓋

し
人
情

は
兵

覆
る

@

猶

逸

及

び
其

他
藩
観

に
磨

け

る
宣

常
数

並

に
我
観

と
猪
逸

ど

の
人

口
の
比
較

よ
り
見

れ

ば
略

ヽ

ヽ

ヽ

ぼ

想
像

が
付

-

か
ら

で
あ

る
｡

現

に
大

正
十

二
年

1
月

よ
-

稚
十

三
年
九

月
ま

で

の
紳

声
､大

ヽ

ヽ
ヽ

､

ヽ

阪
及

び
京

都

の
三
協
裁

判
所

の
統
計

を
見

れ

ば
紳
声

で
は
破

産
申

請
数

四
百

i
件
丙

宣

告
数

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

七

六
件
)'大
阪

で
は
申
請
数

〓
二
六

一
壁
丙

宣
普

敦

一
九

二
壁

嘉
都

で
は
申
請
数

四

九

八
停
(内

宣

告
教

五

三
壁

で
あ

っ
鷲

か
ら
之
れ

よ

b
推

理
し

宅
も
各
国

の3
破

産
宣
告

数
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敏

上

の
如

-

非

常

の
多
数

だ
覆

る

fJ
だ
ビ
恩

は

る
る

の
で
あ

る
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

徳
川

時

代

に
於

で
も
破

産
胡

座

が
あ

っ
た

も

の
で
常

時

は
之

れ

を
労
散

じ
云

ふ
た

も

の
で

ヽ

ヽ

ヽ

あ

る
.

分

散

の
外

に
身

軽

限

覆

る
制

度

が
あ

っ
允

が
'此
制

度

は
翠

猫

執

行

を
目
的

だ
す

る
今

日

の
所
謂

普
通

の
強
制

執
行

の

乙
だ
で
あ

る
(謂

僻
朗
､細
川
)｡徳
川

時
代

の
分

散

は
現

街
路
だ
同

ヽ

ヽ

じ

-
庶

民

の
間

に
は

一
般

に
商

人
葬
商

人

の
院
別

布

-
街
は
れ

光

る
も

の
で
あ

る
が
其
方

法

第
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十
八
番
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近
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に
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破
産
及
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和
議
な

第
二
戟

二
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と
し
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こ



最
近
阪
神
地
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に
れ
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ろ
破
産
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議
私

第
三
十
八
巻

(
一
九
二
)

論

説

中
心
と
し
て
(英

二

第
二
携

二
八

は
今

日

だ
異

な

り
債

務

者

の
財

産

委

付

及

び
太

在

る
債

樺

者

自

治

主

義

に
基

-

も

の

で
あ
る
.

ヽ

ヽ

即
ち

骨

格

者

が
分

散

の
状

態

に
あ

れ

ば

其

財

産

を
債

権

者

に
聾
伸

し

且
分

散

の
申

渡

を
普

時

の

官
鹿

よ

り

受

け
ど

の
.
中

濃

あ

れ

ば
臆

債

躍

者

は

一
倍

PfJ
し

て
債

務

者

よ

り

受
け

た

る
財

産

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

を

管

理

魔

界

し

且

配

督

す

る

の
で
あ

っ

て
申

渡

以

後

の

事

績

は

全

然

債

権

著

聞
髄

の
自
治

に

放

任

し

た

の
で
あ

る
｡

而

し

て
常

時

は

其

分

散

は

仲
々

多

か

ら

し

由

に

て
中

田
薫

博

士

(卵
諾

鞭
瑚
瑚
如
誓

文
)
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

検

出

せ

ら

れ

た

る
菅

等

助

作

伊

達

娘

療

排

塵

手

玉

の
巷

に
'

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢今

時

の
此

世

静

夜

ぬ

け

だ
分

散

せ

内
岩

は
男

の
内

じ

ゃ

ご

き

り
ま

せ

沿
.私
次

第

に

覆

さ
れ

ま

せ
｣

だ

あ

る

に
依

C

其

然

h

し

こ

だ
を

知

る

こ

(,J
が
出

凍

る

の

で
あ

る
=J

(

蔓

1
酷
破

産
宣

告

数

の

増
加

す

る

の
は
勿

論

蕃

ぶ

べ
き

現

象

で

な

5,0

披

塵

だ
在
れ

ば

破

産

者

に
財
産

の
少

在

さ
は

固

よ

-

論

な

き

rJ
E
で
'従

っ

て
組

債

権

者

に
封

す

る
群

勝

率

は

少

簸

な

る

rJ
.,J

通
例

で
あ

る
O

破

産

の
配

常

率

は

濁
逸

統

計

の
示

す

所

に

よ

れ

ば
高

々
ご

即

で
あ

る
｡

蒜
郎
約
諾

諾

瑞
那

宗

駆
以
)｡
其

影

響

は

債

務

者

に

は
勿

論

債

横

着
及

讐

般

経

済

蔽

合

に
甚

だ

宜

し
.-
覆

い
O

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

を

れ

で
鶴

逸

人

レ
ザ

ー
氏

の
如

き
埠

破

産

は

戦

等

及

び
渓

死
病

に
亜

ぐ

最

も

太

謀

る
英

害

を
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は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
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産

S
l
残

忍

及

び
弊

害

は

霧

馬

の
サ

二
表

法

の
親

衛
方

法

}J
大
差

覆

し
｣だ
痛

嘆

し

先

の
は

最

も

の
次

第

で

あ

る
':;

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

破

産

宣

曽
数

を
少

在

-

在

yb
A

虜

珍

に

だ

て
破

産

法

を
商

人

重

義

に
す

る

の
は
今

日

で

は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

理
由

が

な

S
.今

日

で

は
破

産

法

は

小
敵

破

産

董
義

を

諜

ら

在

け

れ

ば

怒

ら

沿
の

は

定

論

で

且

正

皆

の
議

論

で

あ

る
｡

現

行

法

が

7
般

破

産

重

義

を
採

用

し

允

辺

上

購

寒

は

破

産

宣

告

敦

が

激

増

す

る

の
は
普

盛

で

は

あ

る

が
'其

結

果

AfJ
L

で
債

務
者

及

び
債

権

者

並

に

)
般

経

絡

敢

禽

0

0

ヽ

ヽ

に
不

利

益

だ
在

る

か
ら

を

rJ
で
之

れ

を
防

止

す

る
策

yJ
L

で

麓
l
に
番

人

は
措

蒸

益

々

破
産

猷

肘

'6蒜

鄭

酢

を

利

用

し

筏

け

れ

ば

な

ら

登
是

れ

余

輩

の
普

て

蓬

敢

し
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所

で

あ

る
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硝
新
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ヽ

ヽ

ヽ
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の
鮎

よ

-
観

察

し

て
金

は
岸

本

親

衛

の
和

議
事

件

が
裁

判

上
認

可

1J
懲

ら
允

る

を
蕃

ぶ

の

で

あ

る
O

閣

親

衛

の
和

議

に

親

で
は
債

権

者

間

に
賛

否

の
議

論

分

れ
随

分

反

射

し

た

者

も

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

あ

っ
た

趣

で

反
封

の
理

由

が
何
蓬

に
あ

る

か
は

知

る

こ

と
を

得

覆

い
が
長

瀞

の
虜

め

の
反

対

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

怒

ら

勿

論

其

反

射

は
不

雷

で
あ

る
元

都

議

に
舜

じ

或

る

山
部

の
債

権

者

の

み
が
特

別

の
利

益

を

得

る

も

警
例

へ
ば

醤

債

を
得

て
和

議

に
賛

成

し
感

に

過

つ

イ'
甘

S
利

益

を
得

る
も

%
)あ

る

警

手

八
巻

〓

空

一)

論

説

最
近
阪
紳
地
方
,1こ
あ
ら
ほ
れ
手

品

塵
及
び
和
議
怨

讐

義

二
九

中
か
と
し
で
(箆

一
)



最
近
阪
神
地
方
_こ
あ
ら
は
れ
i1
る
破
産
及
び
和
議
NA.

第
三
十
八
番

(
一
九
四
)

論

説

中
心
と
し
て
(英

一
)

第
二
説

三
〇

か
ら
和
議

に
は
反
対
だ

ご
云
ふ

の
意

寄
ら
ば
其

心
配

は
無
用

で
あ

る
O

何

と
在
れ

ば
裁
判
所

ヽ
ヽ

は
種

々
調

査

の
上
断

る
弊
嘗

な
き

rJ
空
を
確

め
た

上

で
な
け
れ

ば
和
議

を
認

可

せ

氾

か
ら

で

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

あ

る
o

岸

本

飯
行

を
破

産
せ
し

ゆ
た

餌

で
前
述

の
如

-
債

横

着

の
利
得
(配
常
)は
精

々

二
割

で

ヽ
ヽ

あ

る
に
反
し
､和

議

な
ら
ば
五
割

も
堺
済

む
受
-

る

乙
だ
が
出
凍

る
の
で
あ

る

か
ら
和
議

反
射

の
破

産
賛

成
論

は
之
れ

を
排
斥

せ

ね
ば

怒
ら

沿
O

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

然

し

注
意

す

べ
き

は
和
議
を
乱
周

n
れ

七
は
困

る

乙
己
で
あ

る
'和
議
乳

用
を
慎

ま

ぬ

ば

在

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ら

沿
し
､裁

判
所

は

rJ
の
鮎

に
大

に
注
意

を
沸

は
ね
は
怒
ら

の
｡

元
寒
和
議
剤
皮

に
醤

す
る
赤

難

は
種
さ

の
り
允

も

の
叉

Yiga･h盤a
,ko7.
D

se.
r

l璽
eAtTeh熊
取oJnzk.uis2aJbawt縄
軽

ns.bSLofi)其

言

非

難
は
疲

産
濠
防

の
和
議

制

度
あ
れ

ば
債
務

者

は
破

綻

を
凍
允

す
も
和
議

を
得

る
の
希

望
あ
る

の
で
､債

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
p

務

者
特

に
商

人
を

し

て
営
業

に
忠

誠
嘗
lid
i叶atu.
d
ie
gew
issel｡hafte
T
atigkel't)な
ら
や
且
無
責
任

の

酢

針

が
物
品

せ
し

む

･,(
し

三

言

の
で
あ

る
｡

(

PaeSnkg?-tiJlif.tsTble6
)

rJ
の
非

難

竺

魔
尤

も

で
あ
る
･

そ
れ

で
法
律

は
勿

論
裁

判
官

7g
rJ
の
非

難

を
避
け

る
標

に
制

定

n
れ
叉
裁

判

を
虜

3
な
け
れ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ば

怒
ら

騎
っ

坤

も
債

務

者

が
破
綻

を
属

す

の
原
因
は
大

別
す
れ
ば
債
夢
者

の
故
意

叉
は
過
失

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

に
基

-
場
食

1J
誠
賓

な

る
も
不
尊

に
基
-場
食

だ
め

る
､前
.者

の
場
食

に
於

tT,
は
債

務
者

に
親

し
和
議

在

る
恩

恵

を
輿

へ
す
破
産

宣
告

を
薦

し

て
財
産
丘

に
電
文
身

上

に
も
比
較

的
厳
格
な



ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

る
瀞

隈

を
加

へ
盛

者

の
場

食

に
&
'
y
始

め
y
都
議

の
漁

を
開
き

債
務
者

を
し

て
経
済

上
盈

び

敢
食

止

の
地
位

を
失

ふ

rJ
だ
在
-
営
業

を
擬
橿

せ

し

ひ

る
の
愚
意

h
T施

す

べ
き

で
あ

る
｡

左

す
れ

ば

和
議

に
封
す

る
看
非

難

は
雷
ら

宣

S,
乙
己
に
覆

る
｡

我

法
律

も

乙
の
趣
旨

に
塞

き

和

議

に
は
債

務

者

の
品
位
(W
賢
a
ig
k
eit)を
間

ふ

こ
1J
に
在

っ

て
屠
･C
ノ'無
制

限

に
如

何

覆

る
債

務

者

に
も
無
差

別

に
和
議

を
許

n
雀

S
(約
諾

雛
僚
)
裁

判
官

は

rJ
の
立
法

の
趣
旨

に
後

払
て
和
議

開
始

徒

っ
て
和
議

の
認

可
を
虜

す

べ
き

で
あ

る
o

O

O

ヽ

次
に
破

産
宣

告
数

増
加

の
防

止
方

法

は
破

産
者

に
詐

欺
又

は
過

失

の
行
虜

あ

る

亡
き

は

容

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

赦

在
-
槍
事

は
之

を
起
訴

し
裁
判

所

は
之

れ

を
朗
罰

す

る

こ

ざ
で
あ

る
0

現
行

綾

に
は
葛

法

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

だ
同

じ

-
詐

欺
破

産
叉

は
解

怠
破

産
膏
ti･iigi3riscl
eu.
fahrla乳
ge
野

id

a;
B
anquerorlteS
fTa
uduleuse
?u

s
i
且

e
)

望

訊
け

て
あ

る
(蛸
鮮
姫
神
)
そ
れ
を
鷹

用

し

て
破

産

に
閣

し

犯
罪
行
虜

を
敷

く
し

発
着

は
哲

し
～

1

所
罰

す

べ

き
で
あ

る
Q

然

る

に
現
行

法

は
萄

法

だ
同

じ

-
(猫

法

も
同

旦
横

罫
薯

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

を
有
罪

破

産
者

～J
し

て
麟

罰

す

る
に
は
其
債
務
者

が
破
産
宣

告

を
受

け
光

る

rJ
だ
を
要
す
る
O

債

務

者

が
破

産
宣
告

を
受

け
た
後

で
な

け
れ

ば
検
事

が
起

訴

し

て
も
免

訴

tJ
在

h
雀

っ
て
義

朝
所

は
之

れ

を
所

罰

す
る

fJ
,,)
を
得

覆

い
o

破

産
宣

薯

あ

っ
食

後
殖

め
て
破

産

者

に
射
し

て

有

罪

犯
罪

だ
し

て
所
罰

す

る

乙
W
が
で
き

る

の
で
あ

っ
て
斯

る
制

限

が
ぁ

る
o

金

は
曲

の
加

筆

二
号
八
巻

二

九
吾

論

説

最
妃
阪
紳
地
方
に
あ
ら
に
れ
i1
る
破
産
及
び
和
議
な

撃

東

三
7

中
心
と
し
て
(
英

二



最
近
阪
紳
地
方
に
あ
ら
に
れ
i1
ろ
破
産
及
び
和
議
を

第
三
十
八
番

二

九
六
)

論

説

中
心
と
し
て
(
其

こ

第

二
戟

三

二

-
有

罪
破

産

の
催
件

を
制

限

す

る
必

要

は
老

い
だ
思

ふ
が
そ
れ

は
立
法
論

に
亙

る
の
で
適
用

諭

だ
し

て
は
通
用

し

な

S
の
で
あ

る
'こ
れ

で
立

法

論

の
可
否

は
暫

-
別

YJ
し

て
現
行

法

の
下

ヽ

ヽ

ヽ

に
於

て
も
破

産
者

に
L

tj
犯
罪

行
慮

あ

ら

だ
認

ひ
る

亡
き

は
検
事

は

曽

し

-
1

起
訴

し
又
裁

判

所

も
所
罰

す

べ
き

で
あ

る
｡

そ

う

す
れ

ば
拍
麺

的

で

は

あ

る
が
破

産

を
属

す
も

の
を
少

者

-

す

る

乙

だ
が
出

乗

る
｡

碓
凍
有

罪
破

産

だ
し

て
罰
せ
ら

れ

煎

る
も

の
は
極

め

て
少

な

い
毎

年

山
件

あ

る
か
せ

う

か
疑

問

で
あ

る
o

過

去
は
兎

も
角

も

だ
L

y
解

凍

は
破

産
者

に
し

て
犯

罪

街
虜

が
あ

っ
允

も

の

は
破

産

法

の
罰

則

に
照

し

曽

し

,-
1
起
訴

し
且

所

罰

し

て
貰

払
た

い

の
で

あ

る
o

窃

盗

だ

か
普

通

の
詐

欺

IfJ
か
は
仲
々
所
罰

ru
れ

る
有

罪

的
破

産
街

虜

は
窃

盗

だ

か
普
通

の
詐

欺

だ

か

に
劣

ら

き

る
反
故
合

的
街

盛

で
あ

っ
て
両

も

1
般

赴

食

に
害

毒

を
流

す

rJ
IJ
甚
大

で
あ

る
の

に
所

罰

さ
れ
た

も

の
は
極

-
少

な

S
｡

害

毒

を
流

す

こ
1J
の
瓢

よ
り
見

て
も
破
産
者

に
犯
罪

行
為

あ
れ

ば
容
赦

宣
-
所
罰

す

る
桟

に
し
て

聴風
は

筏

け
れ

ば

覆
ら

撃
｡

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

後
家

の
如

-
有

罪

破

産

芭
し

て
の
魔

罰

が
在
け
れ

ば

債
務

者

は
善

い
こ

と
に
し

て
破

産

的

行

ヽ為

を
放

て
す

る

rJ
だ

に
な

る
'之

れ

を
朗

罰

に
依

っ
て
海

防

し

覆

け
れ

ば

在

ら

ぬ

}J
考

ふ
｡

要

す

る

に
帯

系

は
年

々
破

産
宣

告
数

が
大

に
増
加

す

べ
き

で
偽

る

が
'之

れ

を
幾

分

で
も
減

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

少
せ

し

妙
ん

寸し
欲

せ

ば

叫
労

に
於

で
は
破

産
預
防

の
和
議

を
施
用

す

る

乙

だ
ビ
し
威

力

に
教



ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

七

は

有

罪

釣

行

虜

を

属

し

た

る
破

産

者

を
朗

罰

L

t

I
股

に
警

戒

す

る

に
あ

る
｡

東

言
す
れ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ば

破

産

宣

告

減
少

の
褒

め

に

は
和

議

在

る
恩

恵

だ
刑

罰

在

る
威

嚇

.,J
の

二

つ
で

あ

っ

て
恩

威

並

び
行

ふ

の

に
あ

る

だ
信

ず

る
O

(g
)

破

産

申

請

は
債

横

着

が
自

己

の
み

満

足

を

得

ん

だ
欲

し

て
虜

す

べ
き

も

の
で

は

在

-

叉

破

産

頗

困

覆
き

に
拘

ら
ず

債

権

取

立

の
方

便

だ
し

て
威

嚇

的

に
破

産

の
申

請

を
虜

す

べ
き

ヽ

ヽ

も

の

で

在

S

乙

だ
は

勿

論

で

あ

る
｡

を

れ

で

あ

る

か
ら

英

陶

で

は
債

権

者

が
題

意

(non
b
ona

fiae)
で
破

産
宣

告

の
見

込

在

さ

に
拘

ら

ず

利

己

的

日

的

(ineq
u賢
bte
or
colla
te邑
Purpose)を
以

て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

破

産

の
申

請

を
濫

用

(ab
TjSe
O
f
p
roeess)
す
れ

ば

縦
令

債

務

者

に
破

産

行

為
(破

産
原

因
)が
あ

っ

て

I,,
tj
諒

小州

;t.IZ･.:I:
I･1

;‥
;･
,
.
=

J
∵,:
,:

"
r
･
･･･.･･

(TIII.:i:Lj.紺
:.････.･...I:I,iL:･･.L[.r.;.i.･.;:]･'-..il･17･i)
.
花

川

(
,
･J～
}=
仲

満

が

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

翠

に
債

横
瀬

取

の
目

的

の
虜

珍

に

叉
債

礎
取

立

の
方

便

の
褒

め

に
破

産

申

請

を

虜

し

允

亡
き

は

縦

L

や
債

務

者

に
破

産
原

因

あ

ら

だ
す

る

も
英

判

例

の
如

-

に
其

申

請

を
棄

却

す

る
様

に

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

し
た

S
も

の

で
あ

る
'そ

う

す

れ

ば

無

益

の
破

産

申

請

が
演

ず

る
｡

筒

民
.

事

訴

論

法

を

改

正
し

ヽ

ヽ

ヽ

て
喚
'句

法

の
如

-

勝

訴

の

見

込

在
き

に
拘

ら

ず

無

益

の
上

訴

を
褒

す
者

に
畢
し
臆

測

罰
(rn
u
t･

m

a
a
邑

邑
)
を

課

す

る
様

に

し
.之

の
精

神

を
破

産

申

請

に

も
鷹

用

し

素
意

で

右

の
如

き

目
的

に

て
破

産

申

請

を
属

し

た

者

を

所

罰

し

た

の
で
あ

る
｡

斯

-

立

法

を

改

め
.た

い
の

で

あ

る
O

斯

第
三
十
八
番

(
1
九
七
)

論

説

最
近
阪
紳
地
方
.1こ

あ
ら
に
れ
i1
ろ
破
産
及
び
和
議
松

野

一旗

三
三

中
心
と
し
て
(英

一
)



最
近
阪
神
地
方
に
あ
ら
は
れ
i1
る
破
産
及
び
和
議
な

第
三
十
八
懸

(
-1
九
八
)

論

説

中
心
と
し
て
(
英

一
)

第
二
戟

三
四

-

す
れ

ば

大

に
無

益

の
破

産
申

請

が
演

じ

儀
絡

者

も
迷

惑

す

る

乙
だ
肯
け
れ

ば

叉
裁

判
所

屯

無
用

の
手
数

が
省

け

る

rJ
と

}J
在

っ

て
何
方

も
利

益

で
あ

る
｡

三

二

)

前
記

の
如

-

我
締

声

市

に
於

で
は
岸

本
銀

行

の
和
議

は
昨

年
開

始

さ
れ

且

其
認

可
決

定

が
あ

つ
た

が
惑

他

に
昨

年
納

戸

固
裁

判

所
管

轄
内

で
和
議

の
開
始

従

っ
て
許

可

決
定

は

な

S
.猶

h
碑
声

痩

け

で
潔
-
重
囲

通

じ
て
一
般

に
少

数

で
あ

る
｡

我
和
議

法

は
現

行
破

産

法

W

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

共

に

3
時
十

二
年

7
月

一
日
よ

う
発

行
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